
どうすれば高校生が数学の研究を 
することができるのか 

私達が一番伝えたいことは， 
普通の高校生でも数学の発見ができる

ということです．



今から説明する方法を使うと，とても簡単にテーマを見つける
ことができます． 

関西学院高等部数理科学部では，この方法で３０以上の国内外
の査読付き雑誌で論文を掲載し，７回の国際学会で発表してき

ました．



このスライドでは, いままで紹介してきたチョコレートゲー
ム以外のものを紹介します.



丁半博打



Problem 1. 
サイコロを2つ投げて，出たサイコロの目の和が 

偶数になる確率を計算せよ．



サイコロ 偶数 奇数

確率 1/2 1/2

2つのサイコロ 
A & B

奇数 & 偶数 偶数 & 奇数 偶数 & 偶数 奇数 & 奇数

2つのサイコロ
の和

奇数 奇数 偶数 偶数

確率 1/2 X 1/2 = 1/4 1/2 X 1/2 = 1/4 1/2 X 1/2 = 1/4 1/2 X 1/2 = 1/4



この問題で数学研究を行いたい． 
この問題から新しい問題を作ることは 
できるか？

Problem 1. 

サイコロを2つ投げて，出たサイコロの目の和が 
偶数になる確率を計算せよ．



Problem 1.1. 
サイコロを3つ(もしくはそれ以上)投げて，出た 
サイコロの目の和が偶数になる確率を計算せよ．



この問題は高校の問題集でも 
あるようなものです．



Problem 1.2.  
サイコロを2つ投げて，出たサイコロの目の差が 
偶数になる確率を計算せよ．



この問題も高校の問題集で 
あるようなものです．



Problem 1.3. 
サイコロを2つ投げて，出たサイコロの目の和が 
3の倍数になる確率を計算せよ．



この問題も高校の問題集で 
あるようなものです．



Problem 1.4.  
トランプを2枚取って，取ったトランプの数の和が 
偶数になる確率を計算せよ．



この問題を考えた人がいるかどうか 
わかりません．



Problem 1.4.の答え

カードの
枚数

奇数 奇数の確率(%) 偶数 偶数の確率(%)

2 672 0.506787 654 0.493212

合計が偶数となる確率

合計が奇数となる確率



Problem 1.5.  
トランプを3枚(もしくはそれ以上)取って，取った 
トランプの数の和が偶数になる確率を計算せよ．



Problem 1.5.の答え 



この表の中にはとても面白いことがあります． 
和が奇数になる方が多い場合が28 

和が偶数になる方が多い場合が24あります． 
しかし，この28と24という数字は 

トランプの奇数と偶数の枚数と同じです． 



このように問題を少し変えることで 
新しい発見ができます.



Problem 2. 
折り紙を用いた最大容積問題

正方形の折り紙から 図1のように x cm × x cm の正方形を 
4箇所切り取って，図2のように直方体を作る．

図 1 図 2



Problem 2. 

正方形の折り紙から  x cm × x cm の正方形を切り取って， 
直方体を作る．

この問題で数学研究を行いたい． 
この問題から新しい問題を作ることは 
できるか？



Problem 2.1. 
正方形の折り紙から  x cm × x cm の正方形を切り取って， 
直方体を作る．



Problem 2.2. 
正方形の折り紙から  x cm × y cm の長方形を切り取って， 
直方体を作る．



Problem 2.3. 
正方形の折り紙から 図3の黒色部分を切り取って， 
直方体のような物体(図4)を作る．

図 3
図 4



このように問題を変えることで 
世界初の発見をしました.



Problem 3. 
ヨセフス問題

円形に人を並べる．1人目から右周りに 
向かって，2つごとに人を取り除いていく． 
最後に残る人はどこにいる人か？



Problem 3. 
円形に数を並べる．数の少ない方から数の多い方へ 
向かって，2つごとに数字を消していく． 
最後に残る数字はどれか．



この問題を変えて新しい問題を 
作ることができますか．



Problem 3.1. 
円形に数を並べる．数の少ない方から数の多い方へ 
向かって，3つ(もしくはそれ以上)ごとに数字を消していく． 
最後に残るのはどの数字か．



Problem 3.2. 
円形に数を並べる．1つのプロセスは数の少ない方から 
数の多い方へ向かって，もう1つのプロセスは数の多い方から 
少ない方へ向かって，2つごとに数字を消していく． 
最後に残るのはどの数字か．



Problem 3.3. 
円形に数を並べる．1つのプロセスは数の少ない方から 
数の多い方へ向かって，もう1つのプロセスは数の多い方から 
少ない方へ向かって，3つ(もしくはそれ以上)ごとに 
数字を消していく．最後に残るのはどの数字か．



Problem 3.4. 
一直線に数を並べる．数の少ない方から数の多い方へ 
向かって，2つごとに数字を消していく． 
(一番大きい数に到達したら，方向を変えて一番小さい数の 
ある方向へ向かっていく．) 
最後に残るのはどの数字か．



Problem 3.5. 
8の字型に数を並べる．数の少ない方から数の多い方へ 
向かって，2つごとに数字を消していく． 
最後に残るのはどの数字か．



問題を少し変えることで 
新しい発見ができます.


